
交通土地利用・産業 水・みどり・環境

生活環境防災 景観

■市の「課題」と「将来のまち姿」
を考えてみましょう！！

高齢者

世代

就労世代

子育て世代若年世代

安中市都市計画マスタープラン 地区別懇談会

その他

公共交通が
ない

循環バスが
松井田にな
い

タクシーも
安中と松井
田で差があ
る

広域幹線道
路・新駅は
松井田に関
係ない

18号が渋滞
しているた
め、バイパ
スが必要

九十九・細
野はマス
タープラン

子どもが住
み続けられ
る環境づく
り

産婦人科が
安中市にな

い

人口が減って
も住んで良い
と思えるまち

にした

街道沿いに
店が出店さ
れない

高崎は移住
者に補助金
を出してい

る

学校がなく
なってきて

いる

前回のマス
タープラン
と変わって
いない

へき地対策
で工業団地
を造成

へき地対策

市役所本庁
舎を細野へ

観光資源を
活用したま
ちづくり

人口減を止
めて人口増
にする必要
性

細野に工業
団地を設置

市長の公約に
合わせてマス
タープランを
つくるのでは

ない

後継者が
帰ってこな
い。就労者
を増やす

地域を長く
持続できる
ようにした
い

九十九・細野地区

A班 A班

A班

市外から人
を呼ぶ施策

人口を減ら
さない施策
が大事

空き家活用
等で人口増
加

ICなど人が
集まる場所
での広報

B班

道の駅など
を中心に人
を呼ぶ

人が集まる
独自の産業

農業大学の
誘致

軽井沢に行
く前に寄っ
てもらう工業団地の

計画がある
とよい

農業での収
入が得られ
ない

買い物に行
けない

C班

スーパー、
病院など生
活必需品の
充実、そこ
までの交通

安中榛名駅
の本数増加

新幹線とIC
を活用した
まちづくり

路面電車が
あると良い

B班

裏妙義でグラ
ンピングや
キャンプの為、
景観の良い道
路整備

耕作放棄地
をソーラー
パネルに

耕作放棄地
の対応

B班

非常食の配
布

浅間山の噴
火の灰の処
理の検討

防災意識は
低いかも

B班
空き家活用
(在宅ワーク
者への提供の
ためのネット
ワーク整備)

道路の維持
管理

学校を増や
す

B班

セニアカー
の貸出があ
ると便利

C班

河川が荒れ
ている

耕作放棄が
増えている

C班

河川の管理

C班

自然豊かだ
が、学校が

ない
移動販売車

C班

手入れされ
た自然が必

要

太陽光の増
加

C班

A班

施設誘致

まちのまとまり

耕作放棄地

施設整備

車社会

運行の再編

空き家

人口減少 道路整備

ワークショップ結果 参考資料６-１



九十九・細野地区

軽
井
沢
町
『
自
然
・
文
化
・
い
の
ち
が
つ
な
が
る

持
続
可
能
な
ま
ち
：
軽
井
沢
』

高
崎
市
『
魅
力
と
存
在
感
の
あ
る
「
交
流
創
造
都
市
」

高
崎
か
ら
世
界
』
』

富岡市『人にやさしく、
だれもが快適に暮らせるまち』

下仁田町『にぎわいと魅力があり、
安心して生活のできるまち・しもにた』

現行計画『豊かな自然と歴史に包まれて
穏やかな暮らしが営まれ、いきいきした交流が育まれるまち あんなか』

例
賑やかな

■将来像で使いたいキーワードを考えてみましょう！！

希望のまち
あんなか

人が集まる まちおこし
住みたいま
ちあんなか

人にやさし
い

子どもを育
てやすい

村人の交流
を良く

今より楽し
い日々の生
活が出来る
環境

災害が少な
い

自然を身近
に感じる

自然豊かな安全な街

豊かな自然
と歴史・文
化をはぐく
むまち

山はみどり
川は清く
人あたたか
く

妙技のふも
との文化の
まち

防災 自然 歴史・文化

A班

B班

C班

活気あるま
ち
活用できる
まち

土地利用転
換

まとまり
コンパクト
生活口

訪れていた
だく

安中市都市計画マスタープラン 地区別懇談会



交通土地利用・産業 水・みどり・環境

生活環境防災 景観

■市の「課題」と「将来のまち姿」
を考えてみましょう！！

高齢者

世代

就労世代

子育て世代若年世代

高崎はぐる
りんがは
しっている
ので便利

鉄道とバス
の接続を良
くしてほし
い

車がないと
出かけられ
ない

免許返納し
ても暮らせ
る交通が必
要

バス・タク
シー運行の
改善・再編

空き家対策
を充実して
ほしい

空き家とアー
ト、リノベー
ション地域活
性化につなげ

たい

空き家所有
者次第

壊すと税金
があがる

庁舎の分散
は市民が使
いにくい

工業用地造
成が必要

工業団地
企業誘致が
必要

公共充実度
庁舎分散化
している
中身が伴っ
ていない

商店が充実
していない

人口が減っ
ている、人
口を増やす
必要がある

板鼻・岩野谷地区

A班 A班

A班

住宅が必要

B班

谷地形によ
る平地の少
なさ

磯部ー安中
間に大規模
な道の駅

人が集まる
場をつくる

大規模な産
業団地

高崎市の
ベッドタウ
ンとしての
住宅整備

碓東小学校
付近の農地
の住宅化

道路景観の
保全

C班

車がなくて
も生活でき
る

デマンド交
通
コミュニ
ティバス

新駅近くに
新拠点

18号の渋滞

B班

高齢者の憩
いの場

耕作放棄地
を園芸公園
にし各地に
設置

B班

耕作放棄地
の管理

C班

防災情報の
使え方が十
分でない

C班

道路・橋が
狭い

岩井の東側
が道路政策
から取り残
されている

C班

宿場の磨き
上げ

景観の活用

B班

動物保護施
設

学校(大学)
を誘致

同志社大学
との連携強
化

デマンド交
通の周知が
足りない

タクシー券
１回500円
では足りな
い

30分に１回
位バスが
通ってほし
い

デマンド交
通はイン
ターネット
で利用だと
不便

若年層は新
駅を望んで
いる

新駅のまわ
りに賑わい
がほしい

みどりが荒
れている

進出企業が
緑を整備し
てくれる

A班

除草剤が影
響でダイオ
キシン検出

ゼロカーボ
ンを都市計
画に結びつ
けたい

大谷避難所
まで遠い

避難所に
AEDを設置
してほしい

避難所とハ
ザードマッ
プ

A班

大きな道の
駅等広域集
客が必要

産業振興

雇用の場が
必要

人口流入策
を考える必
要

就職先が必
要

若い移住者
への補助

市外の人を
呼ぶイベン
トが必要

買い物客を
呼ぶコスト
コ等の施設

大学誘致

物産名産

道の駅への
農産物出荷

子育てへの
支援

市財政の優
先順位

若い人の意
見を聞く場

人口減をく
い止める方
法

大きな企業
を誘致すべ
き

都会の人に
向けた田舎
体験

板鼻を安中
の玄関口と
して整備

乗車数が少
ないならデ
マンド交通
を増やすべ
き

免許返納で
電動自転車
購入補助

交通の便が
悪い

C班

山を活かし
て利用する

ソーラー発
電所の景
観・環境保

全

C班
天神山の景
観保全(他
市から人

気)

市による地
域情報発信
が少ない

水害の避難
所が近くに
ない

板橋に避難
所(建物)が
ない

大谷の太陽
光で川に流
入する雨も
多くなる

避難所の情
報共有が不
自由分

防災無線が
聞こえない
(子機の検
討)

B班

まちのまとまり

施設誘致

農産・物産

宅地開発 車社会

デマンド交通

運行の再編

避難所

避難所

防災情報

空き家

人口減少
施設整備

雇用の場

耕作放棄地
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軽
井
沢
町
『
自
然
・
文
化
・
い
の
ち
が
つ
な
が
る

持
続
可
能
な
ま
ち
：
軽
井
沢
』

高
崎
市
『
魅
力
と
存
在
感
の
あ
る
「
交
流
創
造
都
市
」

高
崎
か
ら
世
界
』
』

富岡市『人にやさしく、
だれもが快適に暮らせるまち』

下仁田町『にぎわいと魅力があり、
安心して生活のできるまち・しもにた』

現行計画『豊かな自然と歴史に包まれて
穏やかな暮らしが営まれ、いきいきした交流が育まれるまち あんなか』

例
賑やかな

■将来像で使いたいキーワードを考えてみましょう！！

自然に悩ま
されている

安中市の偉
人をあげた
い

基本理念で
偉人を盛り
込む

歴史のまち
文化のまち
自然をあふ
れる安中市

楽しく暮ら
せる

安全に暮ら
せる

活気のある
まち

旧中山道
豊かな自然
と歴史

自然豊かな
歴史あるま
ち

豊かな自然
と歴史

宿場町
自然と歴史
のあるまち

生活環境 歴史・文化

A班

B班

C班

人や文化を
「つなぐ」

まちぐるみ活気ある

笑顔とワク
ワクするま
ち

板鼻・岩野谷地区

偉人

妙義の景観 山 熊と猿
ふるさと
(納税)

自然

安全安心 楽しい玄関
住み続けた
い

立ち寄れる
まち

誰かもがう
らやむモデ
ル市

防災

歴史・文化 防災

自然

安中市都市計画マスタープラン 地区別懇談会



交通土地利用・産業 水・みどり・環境

生活環境防災

景観

■市の「課題」と「将来のまち姿」
を考えてみましょう！！

高齢者

世代

就労世代

子育て世代若年世代

大雪が降っ
た時交通が
分断される

高齢者は車が
運転できなく
なると歩かな
いといけない

自分で運転で
きず家族に病
院に連れて
行ってもらう

横川の交差点
が危険
松井田-横川
間の道が一本
しかない

免許返納す
ると生活が
できない

若い人が同
居できる環
境づくり

鳥獣被害が
ひどい

安心して暮
らした

小学校がな
くなり、過
疎化が進む

安心してハ
イキングし

たい
来訪者いな

い

鹿がヤマビ
ルを連れて

くる

鳥獣駆除
猿と猪が多

い

町中の整備
定住・移住者
を増やさなけ
れなならない

農振法で守ら
れているが農
地を手放す足
かせになって
いる

農振法をは
ずすため都
市計画をか
けなければ
ならない

道の駅周辺
だけでなく、
松井田も整
備すべき

観光地をつ
くるだけで
なく、移住
者が必要

空き家を売
りたいが農
地もあり売
れない

国立公園も
足かせに
なっている

荒地が多い
動物の住処

臼井・坂本地区

A班 A班

A班

鳥獣害虫の
被害

若い人が少
なく、政策
に目が向か
ない

空き家の処
分

SL客が500人
来ても食事や
お土産を受け
入れられる体
制の整備

B班

企業誘致
不便
施設が必要

アプトの道
等あるもの
を有効活用

空き家増加

タクシーを
横川へ常駐
すべき

横川駅へ行
くのが大変

買い物へ行
く交通がな
い

デマンド交
通は予約が
大変

B班

耕作放棄地
が増え、鳥
獣被害増加

B班

避難所が少
ない

避難の情報
発信が少な
い

災害が少な
く、意識が
低い

B班

空き家の管
理

薬師坂の管
理が不十分

B班

ガソリン補
助

C班

地方部新築
の補助

側道の雑草

C班

災害が少な
いことをア
ピール

C班

有害鳥獣

行き止まり
の看板整備

C班

裏妙義 麻苧の滝

A班

施設誘致

施設整備

車社会

空き家

道路整備

道の駅
リピーター
を呼ぶ必要
がある

川の駅
周辺との連
携

テーマパー
クのような
一日遊べる
場所がほし
い

タクシー券
をもっと配
布すべき

安全な避難
所が必要

災害避難所、
備品環境の
見直し

防災、河川、
避難ルート
組織を強化
してほしい

A班

横川駅周辺
に防犯カメ
ラを設置

避難ルート
の明確化

若い人を呼
ぶために職
場が必要

働く場所が
少ない

商業施設も
移動販売も
少ない

シビエを発
信
(道の駅)

霧積トンネ
ル見通し悪
い

マスタープ
ランは都市
部の政策の
イメージ

道の駅はい
いが、月辺
商店を圧迫
しないでほ
しい

要所にトイ
レの配置

農業の担い
手不足

歩道の草を
刈って良い
景観を

麻苧の滝の
駐車場整備
が不十分

B班

ハイキング
コースの藪
が景観阻害

C班

働く場所が
少ない

農振法の規
制が厳しい

大規模な産
業用地

地すべり指
定で土地が
売れない

大学の誘致

道の駅の維
持

松井田イン
ターの活用
→産業誘致

企業誘致

崩壊集落
10年で消滅

都市部から
優先して整
備される

子どもに住
み続けても
らう必要

子ども少な
い

子どもの為
の考え方が
必要

人口減
S40 900人
→R4 111
人

新島スクー
ルバスの合
間活用

峠の湯のバ
スを住民が
使えるよう
に

文化村の入
り口の信号
待ち長い

国道の不法
投棄

道路の支障
木の増加

土地所有者
不在でごみ
の撤去でき
ない

碓氷バイパ
スの雑草

駆除後の害
獣の市によ
る処理

道路が雑草
で散歩でき
ない

市で切って
ほしい

前橋の鳥獣
処理場の活
用

碓氷バイパ
スのごみ

鳥獣対策の
補助金少な
い

除雪はよい

猿の被害多
い

原材料支給
に差がある

空き家撤去
の助成金

有害鳥獣で耕
作できない
→高齢者の生
きがいなし

大型店によ
り地元の商
店少ない

救急車入れ
ない

４ｍ道路の
不足

公営スー
パー

ラフティン
グ等の川遊

び

横川SAにス
マートIC

直売所をつ
くる

農振法 農産・物産

デマンド交通

運行の再編 A班 鳥獣被害

不法投棄

雑草・支障木

避難所 避難ルート

人口減少

安中市都市計画マスタープラン 地区別懇談会



軽
井
沢
町
『
自
然
・
文
化
・
い
の
ち
が
つ
な
が
る

持
続
可
能
な
ま
ち
：
軽
井
沢
』

高
崎
市
『
魅
力
と
存
在
感
の
あ
る
「
交
流
創
造
都
市
」

高
崎
か
ら
世
界
』
』

富岡市『人にやさしく、
だれもが快適に暮らせるまち』

下仁田町『にぎわいと魅力があり、
安心して生活のできるまち・しもにた』

現行計画『豊かな自然と歴史に包まれて
穏やかな暮らしが営まれ、いきいきした交流が育まれるまち あんなか』

例
賑やかな

■将来像で使いたいキーワードを考えてみましょう！！

景観がいい
を盛り込む

緑豊か
歴史・関
所・中山道

賑わいと魅
力

東軽井沢 魅力 歴史交通の拠点
若い人が集
まる

災害が少な
い

防災

自然歴史・文化A班

B班

C班

環境 碓氷峠 景観アプト式

臼井・坂本地区

いきがいの
持てるまち

裏妙義・景
観・景色

日本の中心
安中市
(地形)

鉄道遺産群

安中市都市計画マスタープラン 地区別懇談会



交通土地利用・産業 水・みどり・環境

生活環境 景観

■市の「課題」と「将来のまち姿」
を考えてみましょう！！

高齢者

世代

就労世代

子育て世代若年世代

新幹線

東京・高
崎・軽井沢
が近い

通勤しやす
い

西毛広域道
整備

安中らしさ
とは

人口減
空家増加

坂のまち
地形を考慮

する

市街地空洞
化

空家・空地
の活用

スプロール
スポンジ化

行政に市民
の声届かな
い

若者の市外
流出を抑え
る

企業がない

区画整理反
対地区
市民の声届
かない

市と住民同
じテーブル
につく

区画整理反
対住民残っ
ている

空家の管理
が行き届い
ていない

安中・秋間地区

A班 A班

A班
安中の街なか
で遊べるとこ
ろがない。
賑わいの場が
必要。

高齢化、子
供が少ない。
地区運営が
難しい。

高齢者の買い
物が大変。
まちなかにお
店が少ない。

新市役所周
辺まちづく
り

B班

新駅を起爆
材に

新駅を中心
としたまち
づくり

大きな企業
を呼ぶ

活性化
夜もお店が
あいている

みのりが丘と
従来の秋間が
文化や意識の
ギャップがあ
る

みのりヶ丘の
ブランディン
グが必要
移住者の受け
入れが重要

下水道の整
備

交通の不便
はない。
(安中市役
所近く)

古屋から南
に抜ける道
が狭い

青森では新
幹線の回数
券がある

新幹線にのっ
て病院や買い
物にいく。秋
間からは安中
に行きにくい。

B班

高崎にいっ
てしまう。
活性化でき
る商業施設
がほしい。

農地が荒れ
ている。猪
や熊。
里山保全が
必要。

鳥獣害

B班

歩道橋の維
持管理

緊急輸送道
路の維持

B班

バリアフ
リーの推進

地区によって、
世代によって
考えが異なる。
統一するのは
難しい。

ヤングケア
ラーの調査
が必要

B班

中間駅がほ
しい

C班

サイクリン
グロード等
の整備

みどりは多
いが人の手
が入らない
緑地が増え
ている

C班

水害対策
(川を掘る)

C班

空家の管理
と活用

地域コミュ
ニティの活

性化

C班

新島襄旧宅
の管理が必

要

B班

施設誘致 まちのまとまり

施設整備空き家

人口減少

道路整備

拠点必要
碓氷川右岸
のまちづく
り

子どもがい
ない

住宅を取得
しやすい

安中は寂し
い

安中は「死
んでいる」

連れていく
ところない

お土産も買
えない

商店街がな
い

中心は原市
にうつって
いる

安中の中心部
づくりが必要。
18号、広幹道、
信越線、新駅

安中市に中
心部はある
のか。
市民はどう
思うか。

まちなか
シャッター
街となって
いる

安中榛名駅
から安中の
まちにバス
を通してほ
しい

道路が狭い。
発展は道路
から。

農業や農地
技術販売先
の確保が必
要

農業の関係
人口を増や
す

広い農地を
耕す農業を
行う。傾斜
地の活用、

山林が荒れ
ている

農業を始め
るのにハー
ドルが高い。
農機具の共
同利用。

果樹をやりた
いが、５年く
らいは収入が
あがらない。
支援が必要。

市町村合併
は失敗だっ
た。

移動販売車
とくし丸だ
けでは商品
数が少ない

車椅子で入れ
るスーパーが
少ない。時間
限定で利用で
きる取組も必
要。

安心・安全
な避難所が
ない

九十九川と碓
氷川の合流地
域が着目され
ているが、さ
らに上流の監
視が必要。

防災

C班

アウトレッ
トがほしい

キャンプ地
使用

広くまちづ
くりをして
いくべき

観光政策
(積極的)

水田地域を
減らして良
いのではな
いか

工場誘致

米でなく小
麦が良い

遊休農地の
有効利用
早生桐の栽
培など

スーパー単
体で誘致す
るのではな
く、一体で
まちづくり

大学誘致

コンパクト
なまちづく
り

商店街への
誘致

休耕田が増
えている

西毛広幹道は
待ち遠しいが
開通によりさ
らに人口減少
の心配

バス・場所
によって乗
客が少ない

安中駅に駐
車場がない

中間駅のま
わりを広く
する

孫たちに電
車を使わせ
たい

公立公園の
充実

住宅地を広
くつくる

人口増の対
策

飲食店が少
ない

人が集まる
イベントが
少ない

下水道の促
進

人が集まる
公園

武家長屋

C班

歴史的なま
ちなみの保

全

利便性優先
開発はしな

い
景観の保全

鳥獣被害

避難所

バリアフリー

施設整備

安中市都市計画マスタープラン 地区別懇談会



安中・秋間地区

軽
井
沢
町
『
自
然
・
文
化
・
い
の
ち
が
つ
な
が
る

持
続
可
能
な
ま
ち
：
軽
井
沢
』

高
崎
市
『
魅
力
と
存
在
感
の
あ
る
「
交
流
創
造
都
市
」

高
崎
か
ら
世
界
』
』

富岡市『人にやさしく、
だれもが快適に暮らせるまち』

下仁田町『にぎわいと魅力があり、
安心して生活のできるまち・しもにた』

現行計画『豊かな自然と歴史に包まれて
穏やかな暮らしが営まれ、いきいきした交流が育まれるまち あんなか』

例
賑やかな

■将来像で使いたいキーワードを考えてみましょう！！

坂のまち 便利
新たにス
タート

安中にはい
ろりろなも
のがある

中心部の活
性化

元気のある
活力のある

人にやさし
い

楽しく
明るく
住みやすい

よりよく持
続可能

「ストー
リー」歴史や
文化に基づい
た安中らしい

歴史 文化
人が輝くま
ち

ささえあえ
る
地域
みんなが幸
せに

歴史 ここ
ろ豊か

自然歴史・文化

A班

B班

C班

穏やかな暮
らし

魅力
自然と共生
SDGS（持続
可能な）

安中市観光
機構「峠の
文化都市」
はいかがな
ものか

シニアにや
さしい

ふるさと 地域で協力

活かす 活性化新駅 豊かな

自然

自然

安中市都市計画マスタープラン 地区別懇談会



交通土地利用・産業 水・みどり・環境

生活環境
防災

景観

■市の「課題」と「将来のまち姿」
を考えてみましょう！！

高齢者

世代

就労世代

子育て世代若年世代

安中磯部間
駅がない

国道18号の
渋滞

公共交通が
整わないと
買い物弱者
が増える

新駅の構築
真ん中に駅
がない 市
の中心に駅
がある

東西に抜け
る道が必要

空家対策
産婦人科が

ない

高齢者も買
い物もしや
すい環境を
つくる

新しい工業
団地

工業団地を
郷原地区に
つくる

買い物弱者
が増えてい
る

原市・後閑地区

A班 A班

A班

農地使われ
ていない

B班

農地のマッ
チング

農地転用難
しい

廃校による
地域衰退

農地の活用

特色のある道
の駅 遊べる
ところをつく
る必要 軽井
沢から誘致

特色ある道
の駅

新安中駅へ
のアクセス

湘南新宿線
を信越線に

バス車輪小
型化

デマンド交
通

B班

学校＝地域
の中心

自然が豊か

B班

耕作放棄地
の管理

B班

跡地活用策
地域に聞く

あるものを
活用

企業誘致が
必要
高速イン
ター付近

西毛広域道
と信越線で
付近の商業
地に期待

広域幹線道
ができない
と新駅がで
きない

横川駅道の
駅在来線
横川軽井沢
復活

西毛広域道
早期完成

富岡254号
４車線
遅れている

駅を中心に
まちが広が
ると良い

鉄路復活す
れば関係人
口がふえる

耕作放棄地
が増えてい
る

農地耕作放棄
地を集約して
広く活用・大
規模化・企業
化

A班
太陽光推進
パネルの廃
棄処分が心
配

太陽光の取
り扱いにつ
いて計画に
盛り込む必
要がある

太陽光多い

空家売れる
ように

廃校の活用
学校跡地の
活用

文化的なも
のが少ない

農振法厳し
い

空家多い

一日遊べる
道の駅 素
通りさせな
い

親子で一日
遊べる

静かなまち
バス停まで
歩けない

バス空気を
運んでいる

災害が少な
い

避難所まで
のルート確
保

B班

まちのまとまり

車社会 デマンド交通

避難ルート

空き家

人口減少

素通りはだ
め

横川軽井沢間
を観光路線と
して復活
学生も利用で
きる

鉄路に期待で
きない
松井田郷原の
過疎化 東に
人が集まる

国道４車線
を下野尻以
降も伸ばし
てほしい

18号４車線
にするかバ
イパスをつ
くるか示し
てほしい

共和化工
(郷原)動き
がわからな

い

産業廃棄物
の問題

市として解
決していな

い

A班

都市部のゴ
ミ捨て場に
なってはな
らない

市民の声を
聴く場を

コウノトリ 竹の活用 竹を食用に

自然が多す
ぎる

有害鳥獣 草だらけ耕作放棄地

竹害

施設誘致 農地

鳥獣被害

竹害

不法投棄

耕作放棄地

学校

安中市都市計画マスタープラン 地区別懇談会



軽
井
沢
町
『
自
然
・
文
化
・
い
の
ち
が
つ
な
が
る

持
続
可
能
な
ま
ち
：
軽
井
沢
』

高
崎
市
『
魅
力
と
存
在
感
の
あ
る
「
交
流
創
造
都
市
」

高
崎
か
ら
世
界
』
』

富岡市『人にやさしく、
だれもが快適に暮らせるまち』

下仁田町『にぎわいと魅力があり、
安心して生活のできるまち・しもにた』

現行計画『豊かな自然と歴史に包まれて
穏やかな暮らしが営まれ、いきいきした交流が育まれるまち あんなか』

例
賑やかな

■将来像で使いたいキーワードを考えてみましょう！！

子どもたち
子どもに伝
えていきた
い

自然 コウノトリ

古いものと
新しいもの

B班

原市・後閑地区

自然

自然にやさ
しく

歴史 宿場

鉄道

四宿

歴史・文化

安中市都市計画マスタープラン 地区別懇談会



交通土地利用・産業 水・みどり・環境

生活環境

防災

景観

■市の「課題」と「将来のまち姿」
を考えてみましょう！！

高齢者

世代

就労世代

子育て世代若年世代

公共交通の
充実
足の確保

公共交通の
充実 バス、
駅、松井田、
磯部間

駅も増やす
安中磯部間
磯部松井田
間

ライドシェ
ア
デマンドバ
スの充実

公共交通が
不足
とくし丸
コープデリ
の活用

市営住宅の世
帯数が少ない
空家を改修し
集まれる場所
に

自然が放置
されている

空家対策
所有者がわ
からない

松井田駅下
りホーム
電車の段差
が大きい

空家
後継者がいな
い 手入れさ
れてない雑草
小動物の住処

道の駅
外部からの
人の誘致
日本一の道
の駅

道の駅
イベントを
行う 鬼滅
の刃

魅力あるま
ちになって
ほしい
知名度・観
光地

地域の木を
切る
人でが足り
ない

松井田構内
の雑草がひ
どい
景観が損な
わられる

道の駅、文化
村、JR、高速、
就農すべてを
からめてつ
くってほしい

松井田・西横野地区

A班 A班

A班

水がおいし
い
水道がおい
しい

教育環境悪
い

商店街の衰
退

B班

大型トラッ
クを活用し
た移動型
スーパー

シングルマ
ザーが多い
雇用対策
企業誘致

道路に枝が
出たる草が
でる

駅までの足
がない

医者や買い
物に行く足

人口が減っ
ているのに
新駅は疑問

信越本線の
有効活用

B班

環境良い

B班

避難所が少
ない

避難所が近
くにない

災害が少な
い

空家の解体
費用高い

都会に比べ
て涼しい

B班

商店街でも
バスの本数
少ない

C班

C班

C班

施設誘致

空き家

誰の土地か
わからない

免許返納し
たので近所
にスーパー
がほしい

A班

空家対策が
必要、雑草
大木が危険

西横野に住
んでみたと
思う取組が
必要

生徒減少に
より活発で
なくなる

歯抜けの街
並み

川と山に囲
まれ平地少
ない

人口減少な
のに新駅つ
くる意味な
い

魅力ある都
市を参考に
する

何やっても
無理

行政のICT
化により市
役所縮小

空家対策

妙義山素晴
らしい

B班

企業誘致

九十九・西
横野の平地
を活用

農地を工業
用地に

工業団地の
整備

デマンドバ
スの路線を
変えるべき

体験型の観
光
小根山など

開発が無秩
序

まちのまとまり

デマンド交通

運行の再編 A班

避難所

人口減の少
子化

人を集める
手段

移住に取り
組む

リモート
ワークへの
対応

松井田宿古
い
高齢化が進
む

魅力ある都
市

教育が大事

道が狭く不
安な面

松井田地区
は商店・学
校・病院な
どある

跡地利用ど
うする

使われてい
ない公共施
設が多い

ソーラーパ
ネルが景観
を阻害

C班

C班

賑わいの対
処をもっと
西へ
郷原等

交通・災害
面での魅力
を活かし大
企業誘致

寄ってもら
えるまちに
する

コンパクト
シティに

定住のため
の施策

軽井沢から
の人の流れ

わがままな
働き方がで
きるように

道の駅
中途半端で
なく大きく

施設誘致

避難所

雑草・支障木

施設整備

人口減少

道路整備

安中市都市計画マスタープラン 地区別懇談会



軽
井
沢
町
『
自
然
・
文
化
・
い
の
ち
が
つ
な
が
る

持
続
可
能
な
ま
ち
：
軽
井
沢
』

高
崎
市
『
魅
力
と
存
在
感
の
あ
る
「
交
流
創
造
都
市
」

高
崎
か
ら
世
界
』
』

富岡市『人にやさしく、
だれもが快適に暮らせるまち』

下仁田町『にぎわいと魅力があり、
安心して生活のできるまち・しもにた』

現行計画『豊かな自然と歴史に包まれて
穏やかな暮らしが営まれ、いきいきした交流が育まれるまち あんなか』

例
賑やかな

■将来像で使いたいキーワードを考えてみましょう！！

高崎と軽井
沢を結ぶ安
中市

結ぶ・つな
がる(地
域・世代)

つながる
(色々な意
味で)

駅を中心と
したまちづ
くり

子育て

地震が少な
い

妙義山

教育のまち

災害が少な
い

安全

防災

結ぶ・繋ぐ 歴史・文化A班

B班

C班

青年育成 歴史資源 歴史を守る
今ある資源
を活かす

松井田・西横野地区

災害が少な
い安定な生
活

横川と軽井
沢信越線復
活

コンパクト
シティ

継続

東山道・中
山道・アプ
トの道・自
転車道の活
用

歴史と交通
の要所

松井田宿

産業
いきいきと
働ける

働きやすい おいしい水 涼しい

防災

歴史・文化

歴史・文化

安中市都市計画マスタープラン 地区別懇談会



交通土地利用・産業 水・みどり・環境

生活環境防災

■市の「課題」と「将来のまち姿」
を考えてみましょう！！

高齢者

世代

就労世代

子育て世代若年世代

元気な高齢
層を街にで
てきてもら
う取組

イベントの数
を増やす
そうめん流
し・神社・赤
飯・餅つき等
世代交流

高齢者も社
会的に貢献
できる場を
増やす

文化・歴史

半田山(市外)
有効活用

自然に親しむ
施設にする

使いやすい
公園

子どもは財
産

国が少子化
に力も入れ

て

子どもが元
気い育てや
すいまち
子どもに優
しいまち

市全体を図
書館にする

廃校の有効
活用

劇場、ホー
ル、空家を
改修して美
術館にする

子育て支援
子どものあそ
ぶところ
学校教育をこ
ども目線で

給食費の無
料化

文化、スポー
ツ施設を整備
して県内外か
らの人を呼び
たい

磯部・東横野地区

A班

A班

道がせまい

広幹道によ
る生活道路
の分断・安
全性の不安

碓氷峠、ア
プトの道を
軽井沢まで
レールバイ
ク

スポーツ施
設を整備し
て観光につ
なげる

過疎

車社会
バスが少な
い

B班

水害・災害
が少ない

人口・子ど
もが少ない

お店、飲食
店が少ない

B班

B班

施設誘致

子ども食堂

車社会

空き家

安中らしさ
道の駅で発
信

A班
信越線南側
は井戸のあ
る家が多く
防災に活用
できる

文教都市を
強調した

公園などに
人が多い

旧安中・旧
松井田が分
断している

農業の後継
者不足

まとまって
住む

中心部が盛
り上がるよ
うにする

学生を減ら
さない工夫
をする

子育て支援
後継者を育
てる

まちのまとまり

運行の再編

A班

西毛広域道
による住宅
地の拡大

富岡には何
か魅力があ
る

市街地とそ
の周りとの
関係性・立
地

薄っぺらい

子育てでき
る就職先が
必要

渋川、都市
計画がしっ
かり実行さ
れている

小清水町
市庁舎25億
円防災に力
を入れてい
る

庁舎に防災・
コインランド
リー・ボルダ
リング遊ぶと
ころがある
(小清水)

特色ある学
校づくりを
し、文教都
市を目指す

安中市を子
供食堂に聖
地に

スポーツを
通した上下
関係づくり

祖父母に子育
てを協力して
もらっている
家庭への支援

子ども食堂で
野菜を栽培し
ている。子供
に手伝っても
らっている

ファミリーサ
ポートの拡充
民間とのタイ
アップ

子ども食堂
市内に９か所

困窮支援でな
く子育て支援

全国からも
生徒を集め
られる設備
をつくる
(寮)

松井田高校
不登校・ひ
きこもりに
特化した学

校へ

学童クラブへ
の市からの支
援
公設公営
公設民営

中学校部活地
域移行
地域でこども
を育てていく
ことが重要

子育て支援 学校

子育て支援人口減少道路整備

安中市都市計画マスタープラン 地区別懇談会



軽
井
沢
町
『
自
然
・
文
化
・
い
の
ち
が
つ
な
が
る

持
続
可
能
な
ま
ち
：
軽
井
沢
』

高
崎
市
『
魅
力
と
存
在
感
の
あ
る
「
交
流
創
造
都
市
」

高
崎
か
ら
世
界
』
』

富岡市『人にやさしく、
だれもが快適に暮らせるまち』

下仁田町『にぎわいと魅力があり、
安心して生活のできるまち・しもにた』

現行計画『豊かな自然と歴史に包まれて
穏やかな暮らしが営まれ、いきいきした交流が育まれるまち あんなか』

例
賑やかな

■将来像で使いたいキーワードを考えてみましょう！！

世界から人
が集まる町

温泉のある
町

歴史のまち 文化のまち
話(はなす)
和(なごむ)
輪(つなぐ)

人にあたた
かく

自然歴史・文化

A班

B班

磯部・東横野地区

子どもにや
さしい町

文教都市
碓氷・妙義
山の大自然

歴史・文化

安中市都市計画マスタープラン 地区別懇談会
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